
第 1回名寄市都市計画審議会 議事録

とき 令和 2年 7月 31 日（金） 午後 6時 30 分～8 時 00 分

ところ 駅前交流プラザよろーな 1階 中会議室 AB

1. 開会

2. 委嘱状交付式

1)委嘱状交付

2)市長あいさつ

3. 審議会

1)部長あいさつ

2)委員、庶務自己紹介

3)会長、副会長の選出

会長 高橋 藤次

副会長 大野 洋子

4)役員あいさつ

5)議題予定(報告事項)

報告 1 都市計画審議会とは

事務局から概要説明

○都市計画とは

都市の健全な発展と秩序ある整備を図るための土地利用・都市施設の整備及び

市街地再開発事業に関する計画。

○都市計画審議会とは

都市計画で「規制」・「誘導」・「整備」を行うと、土地に関する権利（私有地、

会社などの所有地）に相当な制限をかけることになる。そのため、都市計画を定

めるときは、市の住民や学識経験者、議会の議員から構成される都市計画審議会

を設置し、都市計画について審議、決定することとなっている。



○審議する内容

（1）都市計画の決定・変更

令和 2年 4月より「名寄市都市計画マスタープラン」、「名寄市立地適正化計

画」がスタート。

①名寄市都市計画マスタープラン

計画期間：令和 2年度（2020 年）～令和 21 年度（2039 年）概ね 20 年間

10年ごとの見直し

②名寄市立地適正化計画

計画期間：令和 2年度（2020 年）～令和 21 年度（2039 年）概ね 20 年間

社会経済状況の変化や人口、土地利用の動向、施策の進捗や効果を踏まえ

て、適宜見直しを行う。

概ね 5年ごとに誘導施策の取組状況や評価指標の分析及び効果を調査。

（2）用途地域の決定・変更

用途地域・・都市計画では都市を住宅地、商業地、工業地などの種類に区分

し、これを「用途地域」として定めている。

①「住居系」・・6地域。

住環境が優先の地域。商業施設や大きな工場は建てられない。

②「商業系」・・2地域。

住民が買い物や遊びに使える商業施設などが立ち並ぶ地域。

③「工業系」・・2地域。

主に工業の利便性を高める地域。住宅、お店は建てられるが、

学校、病院、ホテルなどは建てられない。

（3）主要な公園、都市計画道路の位置や規模などについて審議

○その他

名寄市では、3,000 ㎡以上の区域で建築物や特定工作物（コンクリートプラン

ト、ゴルフコースなど）を作る目的で土地の性質を変更する開発行為を行う場

合、都市計画法に基づく許可が必要。

報告 2 名寄市都市計画マスタープラン及び名寄市立地適正化計画について

事務局から概要説明

○名寄市都市計画マスタープラン

（1）都市計画マスタープランとは

都市計画法第 18 条の 2に基づく「市町村の都市計画に関する基本的な方針」を

示す計画。作成後 10 年余りが経過し、社会経済情勢の変化等を踏まえて、公共

施設等の再配置も視野に入れた方針の見直しを行った。目標期間は 20 年で 10



年ごとの見直しを行う。

（2）都市構造の形成方針

中央地区の JR名寄駅前周辺を中心生活交流拠点、風連地区の JR風連駅前を地

区生活交流拠点として、名寄地区、風連地区の中心市街地として整備を図る。

（3）土地利用の方針

①必要に応じた土地利用規制が出来るように、用途規制の転換、純化、複合化

を検討。また、コンパクトな市街地の形成を目指すために都市構造に合った

用途の変更を検討する。

②用途地域外は農振農用地区域として農業の維持と発展を図るため、今後とも

優良な農地としてその保全に努め、無秩序な市街地の拡大の抑制を図る。

③コンパクトな市街地と魅力的な拠点形成に向けて、中心市街地における公共

施設の戦略的な配置を図る。

○名寄市立地適正化計画

（1）立地適正化計画とは

改正都市再生特別措置法に基づき策定される、「コンパクトシティ」を目指

す計画。区域設定をすることで、公共施設の移転・建替時に事業費に対して

国費補助が受けられる場合があるほか、届出制度の対象となる。

居住機能や都市機能の立地、公共交通の充実等に関する包括的なマスタープ

ランであるため、公共施設の再編、中心市街地活性化、公営住宅を含む住宅

施策など多様な分野の計画と連携を図ることが必要。

（2）都市機能誘導区域・居住誘導区域とは

①都市機能誘導区域・・医療、福祉、商業等の都市機能を、都市の中心など

に誘導し集約することで各種生活サービスの効率的な提供を図る区域。

②居住誘導区域・・一定のエリアにおいて人口を維持することで、生活サー

ビスやコミュニティが持続的に確保されるよう、居住を誘導すべき区域。

(3)誘導施設の設定

都市機能誘導区域内に新たに立地を誘導すべき、名寄市の魅力や求心力を高

める施設を設定する。

(4)誘導施策

・老朽施設の統廃合に合わせて区域内で拠点施設整備

・空き店舗や空き地等の交流・憩い空間としての有効活用

・市立大学卒業生地元定着化の推進（奨学金返還支援・地元就業支度金助成

の充実・拡大） 等



6)意見交換

委 員：「都市計画について審議・決定する」とあるが、審議する項目はこれから出て

くるものなのか。もしくはマスタープラン等の計画に対して問題点があれ

ば審議するのか。どこから来たものを審議するのか。

委 員：都市計画審議会条例を見ると「都市計画法によりその権限に属された事項を

調査審議するために名寄市都市計画審議会を置く」と書いてある。行政があ

る程度計画を練ったときにそれが妥当かどうか、名寄市の今後の発展のため

にはどうなのかを審議する。

委 員：報告書等は提出するのか。この会でまとまったものが行政へ行き、回答が

返ってくるのか。

事務局：行政にも都市計画マスタープランや立地適正化計画等の案件、課題や実行

したいプログラムがある。それを経過も含め説明し、ご審議いただくこと

になる。都市計画マスタープランと立地適正化計画については時代の潮流

に合わせて 5年ごとに見直しを行う。その際には審議会にご提示、ご提案

をさせていただく。

委 員：名寄市も人口が増えていく可能性があまりないため、コンパクトなまちづ

くりを進めていこうという計画がある。都市計画マスタープランと立地適

正化計画を踏まえてこれからのまちづくりを進めていかなくてはならな

い。やはり、住みやすいまち、移動しやすいまちが理想ではないか。

委 員：コンパクトシティを進めるとなると公共施設をいかにまちなかに持ってい

くかが重要になると思う。南小学校が新しくなったことにより、麻生、徳

田に住宅が増えている。公共施設の配置場所に人の流れが向いていくこと

が分かった。人の流れをまちなかに変えるには、まちなかに公共施設を入

れていくことが大事ではないか。

委 員：風連の瑞生団地の建替えは決まったのか。協議段階なのか。

事務局：建替えることが決まった。

委 員：今日の資料の他にも、もう少し資料が欲しいと思った。これからの建物の

更新予定や、出ている市民意見を委員に情報・資料提供いただきたい。

都市計画図と立地適正化計画の色分けが合致しているかを見るときに手元

の資料では足りない。

委 員：細かい計画性のある資料を前もって提供していただきたい。

事務局：立地適正化計画の 39ページに、今後 20 年間で取り組みを図りたいと思っ

ている誘導施設を掲載している。まず、保育所整備と瑞生団地から誘導区

域内に実施できないかということで始めている。名寄市の最上位計画に総

合計画というものがあり、毎年行っている市長への総合計画ローリングに



頭出しをしなければ、議論が始まらない。この 5，6年でどの施設から実

施するという順位はついていない。行政から提示できる状況になれば、都

度提供していきたいと思う。資料提供ができないと言っているわけではな

く、まだそのテーブルに上がっていないということでご理解いただきた

い。

委 員：急がれる公共施設として、庁舎、消防署、保健センター、図書館、児童セ

ンター、保育所、と名前が挙がっているが、立地の選定場所は都市機能誘

導区域・居住誘導区域の中にあることが理想。公共施設の配置に関して庁

内の検討の経過を教えていただきたい。また、庁内と都市計画審議会の今

後の関わりを分かれば教えていただきたい。

事務局：庁内において、先月公共施設の再配置検討委員会というものが設けられ

た。誘導区域内にどのような配置ができるかというようなことを委員会で

始めている。先ほどから話に出ている保育所や、風連地区の瑞生団地、こ

の 2つが最初に庁内でも議論され始めている。名寄地区における保育所の

議論というものが公共施設をどう配置していくかのスタートになる。まだ

建設場所については議論させていただいている状況。瑞生団地については

想定されていた場所が旧西町団地跡地だったため、その場所で決定したと

お知らせがされる予定。土地の利活用については市民の皆様との議論をさ

せていただきながら進めていきたいと思っている。

委 員：保育所については建替えの基本設計のプロポーザルで設計業者が決まる段

階に入っていると思うが、先ほど他の委員から意見が出たとおり、南小学

校の建替えにより 16線よりも南側に、用途地域でいえば工業地域のほう

に住宅が建ってきている。保育所についても重要な施設になってくると考

えている。具体的にどの場所で検討されているのかというのもあるが、最

終的に決定する段階でこの審議会に諮られたりするのか。

事務局：場所の決定について審議いただくという認識はない。先ほど事務局から申

し上げたとおり、庁内で横断的に話し合う場があるので、議会等色々な場

面で市民の皆様対してお知らせをすることはあるが、この審議会でその場

所が適切かどうかという判断にはならないと考えている。この場は都市計

画として適切かどうかを判断いただく場だと考えている。報告や、この都

市計画審議会にかかる案件のある話はさせていただくが、場所に決定につ

いてはどの地区にどういう施設、どのような要件という話はさせていただ

くが、この場で審議とはならない。

委 員：最終的な決定は別として意見をもらうのがこの審議会なのか。

事務局：保育所の整備については庁内議論を経て、保育所の管轄をしているのが健

康福祉部になるので、健康福祉部でお知らせすることはあるかと思うが、



我々建設水道部としての立場では情報提供はさせていただくが、そういう

議論にはならないかと思う。

委 員：計画を作ろうとするときに、設計屋に相談してどこに建てるという話には

ならないのか。既存の場所に建てるとなるとまだ問題はないが、コンパク

トシティでまちなかに建てるとなると敷地を決めるのが最初ではないの

か。

事務局：今回の計画については、場所の選定と基本設計が同時に進行するというこ

とで我々は聞いている。時間の制限があって決めていくということではな

くて、同時並行で進めると担当部署からは聞いている。それについても議

論があるかと思うが、今回の都市計画審議会で場所の選定が適切かどうか

という判断はしていただかないと思う。

委 員：そうであれば、立地適正化計画を審議する私たちにとって、決められたも

のを審議するとなると順番がおかしいような気がする。今の話だとそこま

で踏み込めない。決まった情報が下りてくるだけではおかしい気がする。

事務局：この審議会で議論していただいたのは、都市計画エリアをどこにするかと

いうこと。ここに建てると街が良くなるとお示しして理解いただいたうえ

で、市役所の方で保育所や庁舎、消防署の建替えを都市計画審議会で作っ

た枠の中になるべく建てましょうという流れになる。

委 員：まちづくりを我々が考えるとなると建てる場所が決まってからでは意見は

ない。賛同する以外なにもなくなってしまう。審議会だけでなく、市民の

会でそういう話や意見をもらって淘汰して建てていくのが本当の姿ではな

いのか。

委 員：中心市街地に集める計画が去年ようやくできた。それまでは点々と建物が

できてしまっていた。公共施設も EN-RAY ホールもこのエリア外にできて

しまった。そういう経過になっていて、どこに建てるかという審議は来て

いない。決まって、ここに建ちます。という話しか来ていない。去年この

計画ができたときに、これから本当にコンパクトにまちの中に公共施設が

できるんだと思った。将来長い時間をかけて、やっていかなくてはならな

いんだと思った。先ほど 5，6年後に建てるものも決まっていないという

ことだったが、もう少し急いでできないものか。建てるものについてもも

う少し教えてほしいところもある。私たちが審議する場所ではないのかも

しれないが、保育園にしても庁舎の建替えにしてももう少し早めに進めて

ほしいと思う。そうしないと 20 年後も変わらないのではないか。

委 員：行政は行政で課題があると思うが、審議会の中身を理解していけばするほ

ど、そういう意見が出てくる。

委 員：公共施設の関係になるが、公共施設の再配置についての検討委員会は担当



部署は建設水道部ではないのか。

事務局：総合政策部になる。

委 員：建設場所を決めるのも総合政策部か。

事務局：先ほども事務局から申し上げたが、都市計画審議会の皆様方でエリアの部

分を決めていただいている。エリアという部分に重きを置いていて、議論

していただく場所になると思っている。公共施設の場所や内容に目が行き

がちになってしまうと思うが、もう一回改めて審議会で議論していただく

ことを整理させていただきたい。行政サイドと皆様方の意見がなかなか嚙

み合わなくなってくるところもあるかと思う。整理してご提案させていた

だきたい。

委 員：公共施設の再配置検討委員会という庁内の組織は建物の配置等を最終的に

決定をする機関なのか。また都市計画審議会との関連性も知りたい。審議

会の委員はこれからのまちづくりに関わっていきたいと思っている方が多

いと思う。

事務局：再配置検討委員会については、今は保育所がメインとなっているかと思う

が、これから出てくる公共施設の再配置や、内容を議論することになると

思う。細かい部分になるとそれぞれの施設の担当部署で進めていくことに

なる。そこを総合政策部が音頭をとって検討していくというような意味合

いになっている。現在公共施設の個別計画を作成している最中で公共施設

等総合管理計画というものが数年前にでき、その計画の個別の施設の計画

を今年度中に完成するよう作成しているところ。それを集約し優先順位を

つける。

今日は色々なご意見をいただいた。私共も勉強不足な面があり、この審議

会でどのような審議をしていただくかまとまりがついていない部分があり

大変ご迷惑をおかけした。次回は議論いただきたいものを提示させていた

だきたい。改めて次回以降、よろしくお願いしたい。

7)その他

4. 閉会


